
 

新興女性企業家フォーラム 2017 タイムスケジュール 

17：30 オープニング 

17:35 AWSEN動画上映 

17:50 インスピレーショントーク 

18：10 パネルディスカッション①：SDGs達成に向けた女性のエンパワメント 

• モデレーター：小安美和氏  Will Lab代表、釜石市地域創生アドバイザー 

• スピーカー：藤村さやか氏 インディゴ気仙沼 代表 

• パネリスト  ： 

o 【ベトナム】Pham Thi Thanh Tam： REACH常務理事 

o 【ザンビア】Ms. Gwendoline Mulenga： Fayfabrics Ltd代表 

19:10 パネルディスカッション②：SDGs達成に向けたパートナーシップ 

• モデレーター：浜田敬子氏 Business insiderJapan統括編集長 

• スピーカー：花形照美氏 株式会社リクルートホールディングス地方創作プロジェクト エグセクティブマ

ネージャー 

• パネリスト  ： 

o 【インドネシア】Ms. Helianti Hilman： JAVARA代表 

o 【ガーナ】Ms. Georgina Koomson： IPF＋KROMS代表 

20:20 閉会挨拶 

（20:30終了） 

■ パネリスト・モデレーターについて 

「パネルディスカッション①：SDGs達成に向けた女性のエンパワメント 

• モデレーター： 

o 小安美和氏 

▪ Will Lab代表、元リクルートジョブズ執行役員、岩手県釜石市地方創生アドバイザー

（女性の就労分野）、株式会社チェンジウェーブ エグゼクティブパートナー 

• スピーカー： 

o 藤村さやか：インディゴ気仙沼 代表 

• パネリスト  ： 

o 【ベトナム】Ms. Pham Thi Thanh Tam： REACH 常務理事 

▪ ベトナムの貧困層や社会的弱者である若者を対象に職業訓練と就 

▪ 職斡旋を行っている。ライフスキルトレーニングやセールスマーケティング等のビジネ

ス基礎から料理人・美容師育成やWEB コーディング、グラフィックデザイン等、専門

性の高い分野まで幅広いプログラムを展開中。2008 年から 14,000 名以上に職業

訓練を実施しており、うち 80％の卒業生が就労を果たし、50％の卒業生の賃金向上

を実現するなど、その実績は国内外で高く評価されている。 

o 【ザンビア】Ms. Gwendoline Mulenga ： Fayfabrics代表 

▪ Fayfabrics は布を製造する会社で、製造に 3D プリンターの使用を試みるなど、ザン

ビアのテキスタイル産業のパイオニア的存在となっている。グウェンドリンはザンビア



のビジネスウーマン連合団体が企画した「2017 年女性起業家オブザイヤー」に選ば

れた。セールスやマーケティングのスキルを活かし、持続可能な形での女性や若者の

雇用創出、エンパワメントに情熱を持つ。今後は布地のリサイクルや加工方法にも先

進的な発想を取り入れていきたいと意気込む。 

 

 

パネルディスカッション②：SDGs達成に向けたパートナーシップ 

• モデレーター：浜田敬子氏 Business insider Japan統括編集長 

• スピーカー：花形照美氏 株式会社リクルートホールディングス地方創作プロジェクト エグセクティブマ

ネージャー 

• パネリスト  ： 

o 【インドネシア】Ms. Helianti Hilman： JAVARA代表 

o 【インドネシア】Ms. Helianti Hilman： JAVARA代表 

▪ 弁護士や地域経済開発分野のコンサルタントを経て、コミュニティに根ざしたビジネス

でインドネシアの農家に貢献したいという思いで 2008 年に JAVARA を創業。

52,000 以上の農家と契約して農業指導を行うほか、米やココナッツ等、700 種以上

の農産物の生産管理、商品開発とブランディングを行い、マーケットを拡大。インドネ

シア産原料とオーガニックにこだわった商品は海外 18か国でも販売されている。イン

ドネシアを代表する社会起業家の一人。 

o 【ガーナ】Ms. Georgina Koomson： IPF＋KROMS代表 

▪ IPF＋KROMSは 1998年よりオーガニックの農産品にこだわり、マーケットを国内外

に広げつつある。健康的なオーガニック食品をガーナや海外の人々に提供しようと

日々奮闘している。IPF は、ガーナ北部で地域の女性グループと共に収穫した農作

物を加工しており、このような貧困地域に暮らす女性達のスキルの向上、また、経済

的自立や、彼女達が自分に自信を持てるように、積極的にトレーニングを実施し、彼

女達との活動に力を注ぐ 


